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5-1
R に通常の順序を入れるとき，次の部分集合 A ⊂ R について，最大元，最小元，上界全体の集合，上限，
下界全体の集合，下限をそれぞれ求めよ．また存在しない場合は，存在しないと記せ．（答えだけでよい．
ただし，この問題は，あくまで R 内で考え，∞ 等の記号は（無限区間の表示以外には）使わないことと
する．）
(1) A = [−1, 2). (2) A = { 1

n | n ∈ N}. (3) A = N.

5-2
X = {(m,n) | n ∈ N, m = 0, 1} に次の順序関係を入れる：(m,n) ≤ (m′, n′) def.⇐⇒m < m′ または (m = m′

かつ n ≤ n′)．このとき，(X,≤) が整列順序集合であることを示せ．
5-3
集合 X,Y に対し，X から Y への写像全体の集合を Y X と表す．A,B,C を集合とする．任意の写像
f : B × C → A に対して，写像 f̃ : C → AB を f̃(c)(b) = f(b, c)(b ∈ B, c ∈ C) により定義する．このと
き，対応 f 7→ f̃ は AB×C と (AB)C の間の全単射を定めることを確かめよ．
（ヒント：f̃(c) : B → A に注意．Φ : AB×C → (AB)C を f ∈ AB×C に対して Φ(f) = f̃ ∈ (AB)C で定
め，写像 Φ が単射かつ全射であることを確かめる．）
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